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マルコ 1:16-3:12の概略  

 

この範囲は、イエスの権威とその働きを中心に構成されており、弟子たちを召す場面、病を癒し汚れた霊を
追い出す奇跡、そしてパリサイ人との論争が描かれています。

A. 1:16-28

- マルコ 1:16-3:12の概略
  - A 1:16-28
    - A1 1:16-20 弟子を召す「ついてきなさい」
    - A2 1:21-28 権威ある教え「神の聖者」
  - B 1:29-39
    - B1 1:29-39 病いを癒し汚れた霊を追い出す
    - B2 1:40-45 ツァラアトをきよめる 言うな
  - C 2:1-17
    - C1 2:1-12 罪を赦す権威
    - C2 2:13-17 罪人を召す「ついてきなさい」
  - D 2:18-3:12
    - D1 2:18-3:6 パリサイ人と論争（まむしのすえども）
    - D2 3:7-12 汚れた霊を追い出す「神の子」 言うな
  - 並行関係
    - AとBは弟子たちを招く、CとDは律法学者・パリサイ人と論争
    - AとCは、主イエスの権威を表す、BとDは、きよめる（病いを癒し汚れた霊を追い出し、パリサイ人をさば
く）
  - テーマ
    - 主は、汚れた霊を追い出す権威をもつ方である
    - 主は、神の聖なる方、神の子である
  - この後の「汚れた霊」（マルコには11回）
    - 聖霊が与えらえた後の弟子ペテロ、ピリポは、汚れた霊を追い出す
      - "また、エルサレム付近の町々から大勢の人が、病人や、汚れた霊に苦しめられている人々を連れて集
まって来た。その人々はみな癒やされた。そこで、大祭司とその仲間たち、すなわちサドカイ派の者たちはみな、ね
たみに燃えて立ち上がり、"
      使徒の働き　5章16～17節
      - "汚れた霊につかれた多くの人たちから、その霊が大声で叫びながら出て行き、中風の人や足の不自由な
人が数多く癒やされたからである。"
      使徒の働き　8章7節
    - 神の国に敵対する最終的に滅ぼされる敵である汚れた霊
      - "また、私は竜の口と獣の口、また偽預言者の口から、蛙のような三つの汚れた霊が出て来るのを見た。
      これらは、しるしを行う悪霊どもの霊であり、全世界の王たちのところに出て行く。全能者なる神の大いな
る日の戦いに備えて、彼らを召集するためである。"
      ヨハネの黙示録　16章13～14節
      - "彼は力強い声で叫んだ。「倒れた。大バビロンは倒れた。それは、悪霊の住みか、あらゆる汚れた霊の
巣窟、あらゆる汚れた鳥の巣窟、あらゆる汚れた憎むべき獣の巣窟となった。"
      ヨハネの黙示録　18章2節
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A1. 1:16-20 弟子を召す「ついてきなさい」 イエスはシモンとアンデレ、ヤコブとヨハネを弟子として
召します。「わたしについてきなさい」との命令が強調され、彼らはすぐに従います。
A2. 1:21-28 権威ある教え「神の聖者」 カファルナウムの会堂でイエスが教えを始めると、その権威に
人々は驚きます。汚れた霊に取りつかれた男から霊を追い出し、霊はイエスを「神の聖者」と呼びま
す。

B. 1:29-45

B1. 1:29-39 病いを癒し汚れた霊を追い出す シモンの姑の熱病を癒し、多くの病人や汚れた霊に取りつ
かれた者を解放します。イエスは祈るために静かな場所に退きつつも、宣教を続けます。
B2. 1:40-45 ツァラアトをきよめる「言うな」 重い皮膚病（ツァラアト）の人を癒し、清めますが、
「誰にも話さないように」と命じます。しかし、その人は広めてしまいます。

C. 2:1-17

C1. 2:1-12 罪を赦す権威 中風の人を癒す際、イエスは「あなたの罪は赦された」と宣言し、律法学者
から非難されますが、癒しによって罪を赦す権威を示します。
C2. 2:13-17 罪人を召す「ついてきなさい」 レビを弟子として召し、再び「わたしについてきなさい」
と命じます。罪人や徴税人と食事を共にし、「医者を必要とするのは病人である」と語ります。

D. 2:18-3:12

D1. 2:18-3:6 パリサイ人と論争（まむしのすえども） 断食や安息日の律法をめぐりパリサイ人と対立
し、彼らの硬直した態度を批判します。安息日に手の萎えた人を癒し、パリサイ人の敵意が高まりま
す。
D2. 3:7-12 汚れた霊を追い出す「神の子」「言うな」 大勢の人々が癒しを求めて集まり、汚れた霊は
イエスを「神の子」と呼びますが、イエスはそれを禁じます。

並行関係

この範囲には明確な構造的対比が見られます：

AとB: 弟子を召す場面（A）と、病を癒し汚れた霊を追い出す場面（B）が対に。
CとD: イエスの権威を示す場面（C）と、パリサイ人との論争（D）が対に。
AとC: イエスの教えと罪を赦す権威が強調。
BとD: 病を癒し、汚れた霊を追い出し、人々を清める働きが強調。

テーマ

イエスの権威: イエスは汚れた霊を追い出す権威を持ち、罪を赦し、律法を超える力を持つ方として描
かれます。
神の聖なる方、神の子: 汚れた霊から「神の聖者」「神の子」と呼ばれ、その神聖さが際立ちます。
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この後の「汚れた霊」

マルコによる福音書では「汚れた霊」が11回登場し、イエスとの対決が繰り返されます。その後：

弟子たちへの継承: 聖霊を受けたペテロやピリポも汚れた霊を追い出す力を示します（使徒の働き5:16-
17、8:7）。
神の国の敵: 汚れた霊は神の国に敵対する存在であり、最終的に滅ぼされます（ヨハネの黙示録16:13-
14、18:2）。

この概略は、イエスの権威と神の子としての働きを強調しつつ、それが弟子たちに継承され、神の国の勝利
へとつながることを示しています。

マルコの導入部、1:9-15に、この段落の戦いの要約が書かれています。
マルコの主要テーマが、聖霊と汚れた霊・サタンとの戦いであることが
わかります。

 

はい、マルコによる福音書1章9-15節の導入部は、イエスの公生涯の始まりを示し、聖霊と汚れた霊・サタ
ンとの戦いというマルコの主要テーマを凝縮して表現しています。以下にその概略と、1:16-3:12との関連を
簡潔にまとめます。

マルコ1:9-15の概略と戦いの要約

1. イエスのバプテスマ（1:9-11） イエスがヨハネからバプテスマを受けると、聖霊が鳩のように降り、
「あなたはわたしの愛する子」と天からの声が響きます。ここでイエスは聖霊に満たされ、神の子とし
ての使命が確認されます。

2. 荒野での誘惑（1:12-13） 聖霊に導かれて荒野に赴き、40日間サタンから誘惑を受けます。獣たちと共
におり、御使いたちに仕えられたと記され、霊的な戦いの場が示されます。この場面は、イエスがサタ
ンに勝利する最初の戦いとして位置づけられます。

3. 福音の宣教開始（1:14-15） ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤで「神の国は近づいた。悔い
改めて福音を信じなさい」と宣教を開始します。これはサタンの支配に対する神の国の到来を宣言する
ものです。

この導入部は、聖霊に導かれたイエスが、汚れた霊・サタンと対決し、神の国を確立するというマルコの主
要テーマを要約しています。

1:16-3:12との関連

1:16-3:12は、この導入部で示された戦いの具体的な展開です：

聖霊の働き: イエスは聖霊に満たされ（1:10）、汚れた霊を追い出し（1:21-28、3:7-12）、病を癒し、
罪を赦す権威を示します。これは聖霊の力による神の国の前進です。
汚れた霊・サタンとの戦い: イエスは汚れた霊に「神の聖者」「神の子」と呼ばれ（1:24、3:11）、彼
らを支配それらの悪魔を追い出します。これは荒野でのサタンとの対決（1:12-13）の延長であり、霊
的な戦いの継続です。
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神の国の宣教: 弟子を召し（1:16-20、2:13-17）、パリサイ人と論争し（2:18-3:6）、神の国のメッセー
ジを広めることは、1:14-15の「神の国は近づいた」を具体化するものです。

マルコの主要テーマ

マルコの福音書全体を通じて、聖霊に導かれたイエスと、汚れた霊・サタンとの戦いが中心的なテーマで
す：

イエスは聖霊の力で汚れた霊を追い出し（1:21-28、3:7-12など）、最終的に十字架と復活を通じてサ
タンの支配を打ち破ります。
この戦いは弟子たちに継承され、聖霊を受けたペテロやピリポも汚れた霊を追い出します（使徒の働き
5:16、8:7）。
最終的に、汚れた霊は神の国の完成とともに滅ぼされます（ヨハネの黙示録16:13-14、18:2）。

結論

マルコ1:9-15は、イエスの聖霊による使命とサタンとの戦いの要約であり、1:16-3:12はこの戦いが具体的に
展開する場面です。イエスの権威、汚れた霊の追放、そして神の国の宣教は、聖霊と汚れた霊・サタンとの
戦いというマルコのテーマを明確に反映しています。このテーマは、福音書全体を通じて神の国の勝利へと
向かいます。
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